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京
都
科
学
は
現
場
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
通
し
て
、

メ
ー
カ
ー
と
し
て
学
び
ま
す
。

シミュレータで学ぶ看護技術 新人看護職員研修事例　 

■ 

７
対
１
の
看
護
体
制
を
実
現
、　  

年
前
か
ら

　

 

モ
ジ
ュ
ー
ル
型
継
続
受
け
持
ち
方
式
を
採
用

■ 

新
人
看
護
師
離
職
率
は
こ
の
数
年
ゼ
ロ
を
記
録

■ 

伊
勢
崎
市
民
病
院
に
お
け
る
新
人
看
護
職
員

　

 

教
育
体
制
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● 昨年の新人看護職員研修の概要

熱く、厚い、ロングランの一貫した教育システムが新人看護職員の意識を変え
「本来の志」を目覚めさせる。
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看
護
部

正
面
玄
関
す
ぐ
の
丸
い
カ
ウ
ン
タ
ー
の
受
付
に
看
護
副
部
長
の
藤
田

さ
ん
が
現
れ
、
ま
っ
た
く
他
人
を
意
識
さ
せ
な
い
笑
顔
と
身
ご
な
し
で
、

瞬
時
に
私
た
ち
は
旧
知
の
間
柄
と
な
っ
た
。

　

看
護
部
長
室
の
応
接
室
で
、
坂
田
看
護
部
長
の
元
で
教
育
を
統
括
さ

れ
て
い
る
副
部
長
の
藤
田
さ
ん
、
新
人
看
護
師
研
修
専
任
責
任
者
の

入
澤
さ
ん
、
教
育
委
員
会
の
責
任
者
新
井
さ
ん
、
看
護
副
部
長
で
、 

ラ
ダ
ー
委
員
会
の
責
任
者
木
村
さ
ん
に
、「
教
育
」
を
テ
ー
マ
に
貴
重
な

お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。

〈
伊
勢
崎
市
民
病
院
の
概
要
〉

　　

看
護
部
長
は
副
院
長
の
要
職
を
兼
ね
、
看
護
副
部
長
４
名
の
内
１
名
が

教
育
面
を
担
当
し
、
看
護
長　

 

名
、
看
護
副
長
、
主
任
、
副
主
任
と
い
う

構
成
で
、
看
護
副
長
と
主
任
が
看
護

副
部
長
と
共
に
教
育
に
携
わ
る
。

　

看
護
ス
タ
ッ
フ
は
認
定
看
護
管
理

者
２
名
、
認
定
看
護
師
７
名
を
含
む

総
勢
５
０
８
名
で
、
平
均
年
齢
は
約

　

 

歳
、
ほ
ぼ
地
元
の
出
身
者
で
占
め
、

既
婚
者
が
多
く
、      

〜     

年
の
超
ベ

テ
ラ
ン
看
護
師
も
多
数
在
職
。
毎
年

     

数
校
か
ら
約     

名
の
新
人
看
護
師

を
迎
え
て
い
る
。
全
国
平
均　

％
と

い
わ
れ
る
離
職
率
は
、
昨
年
止
む
を

え
な
い
事
由
に
よ
る
離
職
に
よ
り

％
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
数
年
来
０
％

で
あ
る
。
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“ 赤城おろし ”　この地で生きる
　　　　　　　～ 仲間と共に、一人でも多くの患者さんのために ～

　

平
成　

  

年
に
こ
の
体
制
を
実
現
、
そ
れ
ま
で
も
８
対
１
ぐ
ら
い
だ
っ

    

た
が
、
よ
り
患
者
さ
ん
に
手
厚
い
看
護
を
提
供
で
き
、
安
全
で
質
の

    

高
い
医
療
・
看
護
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

困
難
を
乗
り
越
え
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
ち
高
め
る
も

の
は
？
と
お
聞
き
す
る
と
、「
信
頼
以
上
の
仲
間
意
識
と
協
力
」

と
藤
田
看
護
副
部
長
が
間
髪
い
れ
ず
に
答
え
ら
れ
た
。

　

続
け
て
「
看
護
師
と
い
う
仕
事
を
選
ん
だ
人
は
本
当
に
す
ご

い
人
だ
と
思
う
。
看
護
は
患
者
さ
ん
に
向
か
う
と
い
う
同
じ
目

的
の
た
め
に
、
ど
ん
な
困
難
も
乗
り
越
え
、
み
ん
な
が
ひ
と
つ

に
な
れ
る
仕
事
で
す
。
当
院
の
基
本
的
看
護
理
念
は
、
看
護
独

自
の
機
能
を
抽
出
し
て
定
義
し
た
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
看
護
理
論

を
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に
自
立
ケ
ア
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
」。　

・
平
成     

年
４
月
、
国
の
法
改
正
に
基
づ
き
、
新
人
看
護
職
員
研
修

    

制
度
を
導
入

・
４
月
よ
り
３
ヶ
月
間
、
３
段
階
の
ス
テ
ッ
プ
で
、
新
人
看
護
職
員

    

を
研
修

研修期間 内　容 新人看護職員の声 指導者の声

対象：平成 22年度新人看護師 30名・各チームの指導者（プリセプター・アソシエイト）

Ⅰ期　
4/1 ～ 4/30　
基礎看護技術を
学ぶ

Ⅱ期　
5/6 ～ 6/11　
院内さまざまな
病棟等での研修

Ⅲ期　
6/14 ～ 7/2　
病棟での研修～
配属

演習（研修室でモデルを活用）→
見学（臨床で指導者とともに）→
実践（臨床で看護技術）

12チームに分け 2日間ずつロー
テーション。毎週水曜日は集合
＆リフレッシュ研修。

患者を受け持ち看護ケア・看護
課程の展開を行う。

採血がはじめてできて
うれしい。

多くの知識・技術を得
ることができた。
配属部署では経験でき
ないケアや疾患を学べた。

沢山の看護技術ができ
るようになった。 
患者と関わることが楽
しくなってきた。

お互いにゆとりがあり、焦り
がない。
学生気分がまだ抜けないので
はないか。

指導していて楽しい。
指導を通して自分自身成長で
きた。
引き続き新人の生の声を聞い
ていきたい。

チームスタッフが協力的でと
ても指導しやすい環境だった。 
プリセプター、委員会、学生
指導など掛け持ちで、負担が
大きく辛かった。

この他、シミュレーション演習・宿泊研修・夜勤体験・確認ビデオ　など

①
新
人
看
護
職
員
研
修
制
度
を
支
え
る
組
織
の
変
革
と
運
営

　
　

―
  

各
種
委
員
会
・
部
会
・
専
任
者
を
設
置

・
研
修
制
度
委
員
会
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
・
運
営
を
行
い
、
看
護
副

　

長
と
看
護
主
任
が
各
教
育
委
員
会
を
構
成
し
、
そ
の
元
で
、
教
育
担

　

当
者
と
実
地
指
導
者
（
プ
リ
セ
プ
タ
ー
・
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
）
が
実
際

　

の
指
導
に
あ
た
る
。

 ②
実
地
指
導
者
の
選
定
基
準
を
変
更
し
、
確
実
な
研
修
を
徹
底

・
こ
れ
ま
で
は
３
年
〜
４
年
の
看
護
師

    

が
主
に
新
人
研
修
を
行
っ
て
い
た
が
、

　

選
定
基
準
を
変
更
し
、
ま
ず
「
教
え

　

る
側
」
の
実
地
指
導
者
に
指
導
マ
ニ

　

ュ
ア
ル
に
添
っ
て
徹
底
し
て
研
修
を

　

行
っ
た
。

③
看
護
技
術
の
指
導
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
新
人
看
護
研
修
用

　

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
見
直
し
作
成

・
指
導
す
る
側
の
「
教
え
方
」
の
統
一
を
図
る
た
め
、
各
項
目
ご
と
に
、

   

ケ
ア
の
手
順
や
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
を
明
記
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
。

④
新
人
研
修
が
終
わ
っ
て
も
、
３
年
に
わ
た
り
新
人
指
導
は
、

     

同
じ
プ
リ
セ
プ
タ
ー
が
継
続
し
て
行
う
。

・
各
科
ご
と
に
プ
リ
セ
プ
タ
ー
が
い
て
、
３
ヶ
月
間
の
研
修
後
も
、
３
年

　

間
は
新
人
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
シ
ス
テ
ム
を
確
立
。
人
に
教
え
る
こ
と

　

で
自
分
も
成
長
し
、
何
よ
り
も
患
者
さ
ん
に
育
て
ら
れ
て
い
く
。

　

も
の
の
見
方
・
考
え
方
を
教
え
る
こ
と
で
、
看
護
に
携
わ
ろ
う
と
す

　

る
人
は
責
任
感
が
大
き
く
育
つ
。

⑤
指
導
研
修
の
ス
タ
イ
ル

・
集
合
研
修

・
技
術
研
修　

　

   

・
病
棟
研
修

・
評
価　
　
　

         

● 

待
っ
て
、
ま
っ
て
、
最
後
に
少
し
背
中
を
押
し
ま
す
。

　

 （
入
澤
さ
ん
）

　

当
社
の
教
育
用
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

モ
デ
ル
が
患
者
さ
ん
と
し
て
入
院

し
、
新
人
看
護
師
を
中
心
に
手
厚

い
看
護
を
受
け
て
い
る
。

　

研
修
室
は
も
と
も
と
病
室
で
あ

っ
た
状
況
を
活
か
し
、
臨
場
感
の

あ
る
環
境
で
落
ち
着
い
て
少
人
数

で
の
研
修
が
で
き
、
ま
た
実
際
の

病
室
の
隣
に
あ
る
た
め
、「
声
か
け
」

を
含
め
、
静
か
に
実
習
す
る
こ
と

自
体
も
研
修
対
象
に
な
っ
て
い
る
。

     

新
人
看
護
師
さ
ん
た
ち
も
、
臨

床
の
場
に
出
る
直
前
に
研
修
室
で

練
習
し
、
自
信
を
持
っ
て
病
棟
に

の
ぞ
む
。

　

実
習
は
作
成
さ
れ
た
基
本
技
術

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
基
づ
き
、
必

ず
人
形
を
使
っ
て
実
習
を
行
う
項

目
も
設
定
さ
れ
て
い
る
。

■
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
研
修
室

○
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
の
有
用
性

　

ふ
だ
ん
体
験
で
き
な
い
状

況
を
体
験
で
き
、
練
習
す
る

こ
と
で
自
信
が
つ
く
。
ま
た
、

あ
ま
り
意
識
し
な
く
て
も
で

き
て
し
ま
っ
て
い
る
看
護
技

術
を
、
あ
ら
た
め
て
「
シ
ミ

ュ
レ
ー
タ
を
使
い
教
え
る
こ

と
」
で
「
自
己
技
術
の
振
り

返
り
」
が
で
き
て
大
変
効
果

的
で
あ
る
。

〈
後
記
〉

実
際
の
作
業
は
通
常
の
業
務
も
こ
な
し
な
が
ら
、
ほ
と
ん
ど
時
間
外
で
の

仕
事
と
な
っ
た
。
当
病
院
に
は
、
付
属
の
看
護
学
校
は
な
く
、
ま
た
専
門

の
教
育
ス
タ
ッ
フ
も
い
な

い
状
況
で
、
す
べ
て
実
際

に
看
護
業
務
に
携
わ
る
看

護
師
が
担
当
し
、
教
育
方

針
の
組
立
に
は
苦
労
し
た

が
、
本
当
に
ス
タ
ッ
フ
が

よ
く
協
力
し
て
や
り
と
げ

た
。

○
赤
城
山
を
望
む
静
か
な
病
室
に
「
佐
藤
フ
ィ
ジ
コ
」
と
「
鈴
木

　

さ
く
ら
」
が
入
院
し
て
い
る
。

実
地
指
導
者
と
と
も
に
内
容
を

振
り
返
り

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
・
モ
デ
ル
で
の
演
習

実
習
者
同
士
で
演
習

録
画
し
て
後
で
振
り
返
り
演
習

実
地
指
導
者
と
と
も
に
振
り
返
り

写真左から入澤さん、新井さん、
坂田副院長兼看護部長、藤田看護副部長、
木村看護副部長

お話をお伺いした
　　　スタッフの皆様

　

言
葉
に
す
る
に
は
あ
ま
り
に
た
よ
り
な
く
も
ど
か

し
さ
が
漂
い
ま
す
が
、
真
剣
に
看
護
教
育
に
携
わ
る

人
の
「
心
意
気
」
を
い
く
ら
か
で
も
伝
え
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
と
心
か
ら
願
い
ま
す
。

　

20

「
新
人
看
護
職
員
研
修
制
度 

３
ヵ
月
間
の
研
修
を
振
り
返
る
」

新
人
研
修
責
任
者　

入
澤 

の
り
子　

レ
ポ
ー
ト
よ
り

　

あ
っ
と
い
う
ま
に
３
時
間
あ
ま
り
が
経
ち
、
夕
暮
れ
の
赤
城
山
を

見
な
が
ら
の
帰
途
、
ゆ
る
ぎ
な
い
不
動
の
信
念
を
し
の
ば
せ
て
仕
事

に
向
か
う
副
院
長
兼
看
護
部
長
の
坂
田
さ
ん
、
深
い
見
識
を
内
に
秘

め
、
ど
こ
ま
で
も
さ
わ
や
か
な
藤
田
さ
ん
を
中
心
に
中
核
と
な
る
３

人
の
ス
タ
ッ
フ
が
絶
妙
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
教
育
の
要
と
な
り
、
伊

勢
崎
市
民
病
院
の
生
き
た
教
育
実
践
が
、
そ
の
活
動
を
さ
ら
に
大
き

な
輪
へ
と
つ
な
ぎ
、
地
域
へ
全
国
へ
と
拡
が
っ
て
い
く
こ
と
を
確
信

し
ま
し
た
。

伊
勢
崎
市

群馬県 伊勢崎市民病院 看護部の教育実践

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

※

選
定
基
準
は
、
ク
リ
ニ
カ
ル
ラ
ダ
ー

　

ス
テ
ッ
プ
４
以
上
で
、
臨
地
実
習
指
導

　

者
講
習
会
（
院
内
外
）
受
講
済
み
の
者

※

ク
リ
ニ
カ
ル
ラ
ダ
ー
ス
テ
ッ
プ
は
、

　

１
か
ら
５
ま
で
分
か
れ
て
お
り
看
護
臨

　

床
能
力
を
段
階
で
表
し
た
も
の
を
い
う
。

　

鶴
が
羽
を
拡
げ
た
地
形
の
群
馬
県
・
伊
勢
崎
市
（
人
口　

 

万
人
）
に
あ

る
伊
勢
崎
市
民
病
院
の
看
護
部
を
訪
ね
た
。
赤
城
山
の
背
後
に
谷
川
岳
が

遠
く
見
え
、
反
対
側
に
は
浅
間
山
。
緩
和
ケ
ア     

床
を
含
む
病
床
数

５
２
４
床
、　 

の
診
療
科
を
も
つ
、
地
域
に
根
ざ
し
た
公
立
病
院
で

あ
る
。

※

い
つ
も
同
じ
看
護
者
が
患
者
さ
ん
に
接
す
る
モ
ジ
ュ
ー
ル
型
継
続
受
け

　

持
ち
方
式
（
プ
ラ
イ
マ
リ
ナ
ー
シ
ン
グ
と
も
呼
ぶ
）
が
定
着
し
て
い
る
。

　

当
日
は
実
に
穏
や
か
な
よ
い
お
天
気
で
、
駅
前
の
お
ま
わ
り
さ
ん

に
、
丁
寧
な
町
の
案
内
を
受
け
、
ほ
ろ
ほ
ろ
暖
か
い
気
持
ち
で
雪
の

浅
間
山
を
右
に
橋
を
わ
た
る
と
、
病
院
に
着
い
た
。

● 

学
校
で
も
、
も
っ
と
も
っ
と
臨
床
実
習
を
増
や
し
て
ど
ん

　

 

な
場
所
で
も
看
護
が
で
き
る
よ
う
基
本
を
身
に
つ
け
る
こ

　

 

と
が
大
切
。
加
え
て
、
臨
床
で
自
分
を
試
す
機
会
が
多
け

　

 

れ
ば
、
早
い
段
階
で
看
護
師
と
い
う
仕
事
に
対
す
る
自
分

　

 

の
適
性
も
把
握
で
き
る
と
思
う
。（
新
井
さ
ん
）

● 

学
校
で
受
け
た
教
育
や

　

技
術
の
レ
ベ
ル
に
非
常

　

に
ば
ら
つ
き
が 

あ
り
、

　

こ
の
点
が
難
し
い
と
感

　

じ
て
い
る
。

※

プ
リ
セ
プ
タ
ー
シ
ッ
プ
と
は
、
一
人
の
熟
練
ナ
ー
ス
が
一
人
の

     

新
人
を
長
期
に
わ
た
っ
て
継
続
し
て
指
導
、
サ
ポ
ー
ト
に
あ
た

     

る
教
育
体
制

・
平
成
７
年
よ
り
プ
リ
セ
プ
タ
ー
シ
ッ
プ
を
導
入


